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はじめに
多電圧電子システムでは、多くの場合、複雑な電源電圧のト
ラッキングやシーケンシングが必要です。これらの要件が
満たされないと、フィールドでシステムのフォールトが生じ
ることがあり、永続的故障に至ることさえあります。これら
の要件を満たすうえでの設計上の困難は、ポイントオブロー
ド(POL)DC/DCコンバータやリニア・レギュレータがPCボ
ードのスペースに(ときには異なったボード・プレーンに)分散
配置される分散型電力アーキテクチャでは、多くの場合さら
に大きくなります。問題なのは、多くの場合、電源回路が設
計のとき最後にボードに配置される回路であり、どんなもの
であれわずかに残されたボード・スペースに無理矢理押し込
まなければならないことです。多くの場合、これらの必要条
件を満たすには、簡単で、ドロップイン方式の、柔軟なソリュ
ーションが必要です。

LTC®2927は、MOSFET直列接続回路の短所なしに、トラ
ッキングとシーケンシングの両方の簡単で多機能なソリュー
ションを小さな実装面積で実現します。 

さらに、電源の安定性と過渡応答は影響を受けません。な
ぜなら、LTC2927は電源の制御ループの動特性を変える
ことなく、レギュレータの出力電圧にオフセットを与えるか
らです。

基本動作
トラッキングまたはシーケンシングが必要な各POLコンバ
ータは、図1に示されているように、1個のLTC2927をポイ
ントオブロードに配置することができます。いくつかの抵
抗とコンデンサを選択することにより、電源は多様な電圧
プロフィールでランプアップまたはランプダウンするように
構成されます。抵抗の選択により、スレーブ電源がマスタ
ー信号どおりに、または異なったランプレート、電圧オフセ
ット、遅延時間、またはこれらの組合せでトラッキングする
ように設定できます。

LTC2927の柔軟性を強調する4電源のトラッキングとシーケ
ンシングのプロフィールを図2に示します。マスター信号は、
コンデンサをRAMPピンからグランドに接続するか、または
トラッキングされる別のランピング信号を与えることにより
発生させます。このランピング信号は、別のLTC2927によ
って、あるいはLTC2923のような別のトラッキング・コント
ローラによって発生させたマスター信号でもかまいません。
同様に、別の電源電圧をマスター信号として使うことができ
ます。外部のランピング信号を使う場合、RAMPピンに直
接、またはTRACKピンに接続された抵抗分割器に接続す
ることができます。
�    、LT、LTCおよびLTMはリニアテクノロジー社の登録商標です。
ThinSOTはリニアテクノロジー社の商標です。
他のすべての商標はそれぞれの所有者に所有権があります。
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図1. デュアル電源トラッキング・アプリケーション
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図2. 4電源システムのトラッキング、シーケンシングおよび　
ランプレート制御を示す出力のプロフィール



スレーブ電源のシャットダウン・ピンやRUN/SSピンのマ
スター・コントロールを必要とするアプリケーションのため、
LTC2927はSDO出力を備えています。ONピンが1.23Vよ
り下で、RAMPピンが200mVより下のとき、SDOは“L”に
なります。

負電源のトラッキング
LTC2927は負電圧レギュレータをトラッキングするのに
使うこともできます。－5V電源を作るため、LT3462反転
DC/DCコンバータを使ったトラッキングの例を図3に示し
ます。このコンバータはグランドを基準にしたリファレンス
を備えているので、RFAが分割されているノードから電流を
引き出すことができます。LT3462のFBネットワークから
適切に電流を引き出すには、LTC2927とコンバータのあい
だに電流ミラーを配置する必要があります。図3の、ランプ
レートが100V/sのトラッキング・プロフィールを図4に示し
ます。VMASTERは正電圧ですが、分かりやすくするため、反

転したものが示されています。VMASTER=0Vでは－5Vのス
レーブは完全に0Vまで引き上げられません。なぜなら、グラ
ンドを基準にした電流ミラーはその出力を完全にグランドま
で引き上げることができないからです。コンバータのFB基準
電圧が0Vを超えているか、あるいは電流ミラーに負電源を
利用できれば、オフセットを取り除くことができます。その
場合の波形を図5に示します。

まとめ
LTC2927はポイントオブロード向きの小さな実装面積で
すぐれた性能を与え、電源のトラッキングとシーケンシン
グを簡素化します。簡単な、または複雑な電源動作を構成
するのに数個の抵抗しか必要としません。直列接続した
MOSFETはそれらの寄生電圧降下と電力消費とともに取
り除かれています。LTC2927はこれらすべての機能を小型
8ピンThinSOTTMパッケージと8ピン(3mm×2mm) DFNパ
ッケージで供給します。
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図3. GNDを基準にした負レギュレータの電源トラッキング

図4. 図3の負レギュレータ・アプリケーションの
トラッキング・プロフィール

図5.電流ミラーのプルダウンの制限のない負レギュレータ・
アプリケーションのトラッキング・プロフィール
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